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平
成
18
年
度　

当
初
予
算
の
主
な
事
業

【
道
路
網
の
整
備
】

◆ 

町
道
改
良
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
２
７
５
，３
２
９
千
円

　

町
内
外
の
交
流
と
連
携
を
支
え
る
道
路
網
を

整
備
す
る
た
め
、
町
道
乙
坂
気
比
庄
線
（
気
比

庄
地
係
）
で
通
学
路
に
お
け
る
歩
道
を
整
備
し
、

歩
行
者
な
ど
の
安
全
な
交
通
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
町
道
窯
業
試
験
場
線
（
小
曽
原
地
係
）

で
消
雪
設
備
を
設
置
し
、
冬
期
の
円
滑
な
交
通

を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
町
道
の
局
部
的
な
舗

装
・
側
溝
改
良
や
危
険
箇
所
に
お
け
る
災
害
防

除
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆ 

国
・
県
道
改
良
事
業 

　
　
　

…
…
…
…
…
…
… 

７
４
，５
０
０
千
円

　

日
常
生
活
や
産
業
活
動
を
支
え
る
国
・
県

道
の
道
路
網
を
整
備
す
る
た
め
、
県
が
施
工

す
る
道
路
改
良
事
業
に
よ
り
国
道
３
０
５
号
・

３
６
５
号
・
４
１
７
号
や
主
要
地
方
道
武
生
米

ノ
線
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
上
下
水
道
施
設
の
整
備
】

◆ 

朝
日
地
区
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
… 

２
６
７
，１
２
０
千
円

　

糸
生
中
部
・
小
川
簡
易
水
道
・
大
畑
給
水
施

設
と
水
道
未
普
及
地
域
を
上
水
道
施
設
と
統
合

す
る
た
め
、牛
越
送
配
水
ポ
ン
プ
場
の
整
備
や
森・

真
木
配
水
ポ
ン
プ
場
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆ 

宮
崎
地
区
簡
易
水
道
施
設
管
理
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
３
７
，１
２
８
千
円

　

良
質
な
水
道
水
の
供
給

を
維
持
す
る
た
め
、熊
谷
・

八
田
浄
水
場
の
膜
ろ
過
機

の
膜
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
購
入

し
、
こ
れ
を
老
朽
化
し
た

膜
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
取
り
替

え
ま
す
。

◆ 

越
前
地
区
簡
易
水
道
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
１
９
１
，１
２
４
千
円

　

良
質
な
水
道
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
城

崎
地
区
で
は
、
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
に
よ

り
浄
水
場
の
整
備
や
配
水
管
の
布
設
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
左
右
地
区
で
は
、
県
営
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
配
水
池
の
整
備

や
送
・
配
水
管
の
布
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆ 

織
田
地
区
統
合
簡
易
水
道
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
… 

２
０
５
，５
０
０
千
円

　

簡
易
水
道
施
設
を
統
合
し
、
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
平
等
水
源
地
と
下
河
原
浄
水

場
の
改
良
や
笈
松
地
区
の
老
朽
管
の
布
設
替
な

ど
を
行
い
ま
す
。

◆ 

越
前
地
区
集
落
排
水
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
６
７
３
，７
８
８
千
円

　

公
共
水
域
の
水
質
を
保
全
す
る
た
め
、
左
右
・

梨
子
ヶ
平
地
区
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に

よ
り
排
水
管
の
布
設
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

簡
易
水
道
事
業
か
ら
の
受
託
に
よ
り
送
・
排
水

管
の
布
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
米
ノ
地

区
で
は
、
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
処

理
場
の
整
備
や
排
水
管
の
布
設
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
城
崎
地
区
で
は
、
同
事
業
に
よ
り
排

水
管
の
布
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
】

◆ 

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
… 

３
１
，８
０
０
千
円

　

携
帯
電
話
の
不
感
地
区
を
解
消
す
る
た
め
、

清
水
・
森
・
杖
立
地
区
に
鉄
塔
施
設
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
伝
送
用
専
用
線
の
敷
設
な
ど
を

行
い
ま
す
。

【
住
環
境
の
整
備
】

◆ 

宅
地
造
成
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
… 
１
３
２
，６
０
５
千
円

　

住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
い
た
い
住
宅
地
の

供
給
に
よ
り
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、

赤
井
谷
地
区
で
宅
地
を
造
成
し
ま
す
。

【
公
共
交
通
の
確
保
】

◆ 

地
域
公
共
交
通
活
性
化
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
１
７
０
，２
０
１
千
円

　

町
内
の
公
共
交
通
の
維
持
確
保
と
活
性
化
を

図
り
、
町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
便
利
で

快
適
な
交
通
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
す
る

と
と
も
に
、
路
線
バ
ス
の

利
用
を
促
進
し
、
住
民
の

“

足”

と
な
る
公
共
交
通

の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

【
保
健
事
業
の
推
進
】

◆ 

元
気
な
ふ
く
い
っ
子
出
産
応
援
事
業 

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
２
，５
５
２
千
円

　

妊
娠
・
出
産
に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
第
３
子
以
降
の
子
ど
も
を
出
産
す

る
予
定
の
妊
婦
に
対
し
、
妊
婦
健
診
の
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

◆ 

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
０
０
千
円

　

少
子
化
対
策
と
し
て
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
人
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
不
妊

住
み
や
す
い
ま
ち
を
演
出
す
る

都
市
基
盤
、
公
共
施
設
の
充
実

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

保
健
・
医
療
と
福
祉
の
充
実

快
適
な
ま
ち

快
適
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

 E
te

rn
al
-to

w
n

平
成
18
年
度　

当
初
予
算
の
主
な
事
業

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
目
標
ご
と
に
主
な
事
業
を
見
て
み
る
と
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治
療
の
う
ち
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
特
定

不
妊
治
療
に
つ
い
て
、
そ
の
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

【
医
療
環
境
の
整
備
】

◆ 

織
田
病
院
増
改
築
・
医
療
機
器
整
備
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
７
８
，５
０
０
千
円

　

織
田
病
院
の
機
能
を
拡
充
し
地
域
医
療
体
制

を
充
実
す
る
た
め
、
現
施
設
の
一
部
を
改
築
し

作
業
療
法
室
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
現
施
設

を
増
築
し
病
児
保
育
室

な
ど
を
新
設
し
ま
す
。

ま
た
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

断
層
撮
影
装
置
管
球
の

取
替
、手
術
台
、麻
酔
器
、

ホ
ル
ダ
ー
心
電
計
や
増

改
築
に
伴
う
備
品
を
購

入
し
ま
す
。

【
子
育
て
・
保
育
環
境
の
整
備
】

◆ 

病
後
児
保
育
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
３
，９
０
０
千
円

　

共
働
き
世
帯
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
、
織
田
保
育
所
内
に
病
後
児
用
の

保
育
室
を
設
置
す
る
と
と
も
に
看
護
師
を
配
置

し
、
病
気
回
復
期
で
集
団
生
活
の
困
難
な
児
童

を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
病
後
児
保
育
を
実
施

し
ま
す
。

◆ 

す
く
す
く
保
育
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
… 

１
０
，８
０
０
千
円

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
を

無
料
に
し
ま
す
。
ま
た
、
３
人
が
同
時
に
保
育

所
に
入
所
し
た
場
合
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料

を
減
免
し
ま
す
。

◆ 

す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

４
６
６
千
円

　

き
め
の
細
か
い
保
育

サ
ー
ビ
ス
で
子
育
て
家

庭
を
支
援
す
る
た
め
、

保
護
者
の
疾
病
や
冠
婚

葬
祭
な
ど
急
な
用
事
で

子
ど
も
の
世
話
が
で
き

な
い
と
き
に
保
育
士
な
ど
を
派
遣
し
、
一
時
保

育
や
食
事
、
掃
除
な
ど
の
家
事
支
援
を
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
ま
す
。

◆ 

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
対
策
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
… 

３
６
，６
４
３
千
円

　

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
子
育
て
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
10
月
１
日
か
ら
乳

幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
す
べ
て
の
乳
幼
児
に
拡
大
し
、
引
き
続

き
そ
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
環
境
の
整
備
】

◆ 

地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
… 

３
，４
６
８
千
円

　

住
民
参
加
型
の
地
域
福
祉
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、“

地
域
の
助
け
合
い
に
よ
る
福
祉”

を

目
的
に
、
行
政
を
は
じ
め
事
業
者
、
住
民
が
協

力
し
住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
取
組
を

ま
と
め
た
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
本

年
度
は
、
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
も
と
に
広
く
住
民
の
皆
様
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

【
防
災
体
制
の
充
実
】

◆ 

消
防
防
災
施
設
設
備
整
備
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
５
０
，７
０
０
千
円

　

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
織
田
分
遣
所
の
老
朽

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
】

◆ 

集
会
施
設
ト
イ
レ
改
修
補
助
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
３
，０
０
０
千
円

　

町
内
会
な
ど
の
地
区
の
活
動
拠
点
と
な
る
集

会
施
設
を
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設
に
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
を
図
る
た
め
、
ト

イ
レ
を
和
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器
に
改
修
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
】

◆ 

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
… 

４
，７
２
６
千
円

　

男
女
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
責

任
を
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
関
係
な
く
そ

の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
男
女
共
同

参
画
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
ち
づ
く
り
推
進
員

と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
区
・
団
体
や
小
中
学
校
が
実

施
す
る
気
づ
き
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

【
新
し
い
生
涯
学
習
体
制
と
シ
ス
テ
ム
の
整
備
】

◆ 

町
立
図
書
館
越
前
分
館
改
修
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
１
５
，７
１
９
千
円

　

町
立
図
書
館
越
前
分
館
の
施
設
を
拡
充
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
越
前
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
２
階
部
分
を
改
修
し
、
図
書
の
閲

覧
と
ビ
デ
オ
の
視
聴
場
所
を
整
備
し
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】

◆ 

ホ
ッ
ケ
ー
全
国
大
会
開
催
補
助
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
… 

６
，４
０
０
千
円

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
次
世
代
を
担
う
人

材
育
成
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
今
年

く
ら
し
の
安
全
確
保

次
世
代
を
担
う
人
材
育
成

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

人

人
が
輝
き
、
交
流
で
満
ち
あ
ふ
れ
る

En
jo
ya

bl
e-
to

w
n

化
と
と
も
に
、
宮
崎
地
区
の
常
備
消
防
の
充
実

を
図
る
た
め
、
町
内
の
分
遣
所
を
統
括
す
る
織

田
・
宮
崎
消
防
分
署
（
仮
称
）
の
建
設
用
地
を

購
入
し
ま
す
。

◆ 

国
民
保
護
計
画
策
定
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
３
，２
０
０
千
円

　

危
機
管
理
体
制
の
充
実
を
図
り
、
テ
ロ
な
ど
の

武
力
攻
撃
か
ら
町
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
保

護
す
る
た
め
、
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

【
防
犯
対
策
の
強
化
】

◆ 

防
犯
灯
維
持
管
理
事
業

 　
　
　

 …
…
…
…
…
…
…
５
，４
０
０
千
円

　

宮
崎
地
区
の
花
み
ず
き
通
り
に
設
置
し
て
あ

る
街
灯
の
支
柱
な
ど
の
腐
食
が
著
し
い
た
め
、

こ
れ
を
修
繕
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。



広報えちぜん 4

　

カ
メ
虫
被
害
に
よ
る
斑
点
米
に
よ
り
上
位
等

級
率
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
織
田
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
色
彩
選
別
機
を
導
入
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆ 

や
る
気
の
あ
る
園
芸
産
地
づ
く
り
支
援
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…

４
，６
０
６
千
円

　

良
質
な
タ
ケ
ノ
コ
の
増
産
に
よ
り
、
特
産
物

と
し
て
の
産
地
拡
大
を
図
る
た
め
、
竹
林
や
作

業
道
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
堆
肥
化
し
た
廃

竹
を
竹
林
に
散
布
す
る
竹
破
砕
機
を
購
入
す
る

経
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆ 

高
収
益
園
芸
品
目
緊
急
育
成
事
業

 　
　
　

 
…
…
…
…
…
…
…

４
，１
０
９
千
円

　

高
収
益
園
芸
品
目
の
産
地
化
を
図
る
た
め
、

高
設
栽
培
イ
チ
ゴ
や
高
糖
度
ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
な

ど
の
高
付
加
価
値
品
目
の
生
産
施
設
や
設
備
を

導
入
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆ 

県
営
農
業
農
村
整
備
事
業

 　
　
　

 
…
…
…
…
…
…

４
１
，３
７
８
千
円

　

活
力
あ
る
農
業
の
振
興
と
農
村
地
域
の
発
展

を
図
る
た
め
、
県
営
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
（
福
井
越
前
地
区
）・
同
（
越
前
地
区
）・

農
道
環
境
整
備
事
業
（
朝
日
地
区
）
に
よ
り
、

農
道
、
農
業
用
用
排
水
路
、
集
落
道
、
防
災
施

設
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

【
林
業
の
振
興
】

◆ 

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…

２
８
，７
１
８
千
円

　

森
林
の
有
す
る
多
面
的
な
機
能
が
十
分
発
揮

さ
れ
る
よ
う
、
森
林
施
業
の
実
施
に
不
可
欠
な

森
林
の
現
況
調
査
や
施
業
実
施
区
域
の
明
確
化

な
ど
の
地
域
活
動
を
実
施
し
、
適
切
な
森
林
の

整
備
を
図
る
た
め
、
森
林
施
業
計
画
の
認
定
を

受
け
、
地
域
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た

地
区
に
対
し
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
を
交
付
し
ま
す
。

の
８
月
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
小
学
生
が
集
う

「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
11
月
に
は
昨
年
に
引

き
続
き
、「
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11

人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆ 

人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
建
設
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
… 

６
２
８
，３
０
０
千
円

　

国
が
進
め
る
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事

業
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
10
年
間
、
本
町
で
開

催
が
承
認
さ
れ
た
「
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県

対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
」
を
は
じ

め
と
し
て
、
全
国
規
模
の
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
国
際
大
会
を
誘
致
し
、
ホ
ッ
ケ
ー
の
町

と
し
て
本
町
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
を
建
設
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
環
境
の
充
実
】

◆ 

学
校
耐
震
診
断
事
業

 　
　
　

 …
…
…
…
…
… 

２
４
，１
７
０
千
円

　

地
震
な
ど
か
ら
の
学
校
施
設
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
常

磐
小
学
校
、
萩
野
小
学
校
、
宮
崎
中
学
校
、
越

前
中
学
校
の
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

◆ 

朝
日
地
区
中
学
校
建
設
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
… 

６
３
８
，８
２
９
千
円

　

平
成
21
年
度
の
開
校
を
目
指
し
て
、
朝
日
中

学
校
と
糸
生
中
学
校
が
統
合
し
た
朝
日
地
区
中

学
校
を
建
設
す
る
た
め
、
そ
の
用
地
を
購
入
し

ま
す
。

【
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
た
教
育
の
充
実
】

◆ 

非
常
勤
講
師
等
配
置
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
… 

２
６
，２
５
７
千
円

　

低
学
年
で
の
36
人
以
上
の
学
級
や
複
式
学
級

を
解
消
す
る
た
め
、
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
、

個
に
応
じ
た
授
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

障
害
を
抱
え
る
児
童
に
対
し
生
活
支
援
員
な
ど

【
農
業
の
振
興
】

◆ 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…

３
３
，９
５
０
千
円

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、

営
農
組
織
の
育
成
や
担
い
手
の
確
保
を
進
め
る

た
め
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
地
域
で
集
落
協

定
を
締
結
し
た
地
区
に
対
し
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆ 

米
需
給
調
整
円
滑
推
進
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…

１
１
，２
８
１
千
円

　

水
田
を
利
用
し
て
生
産
さ
れ
る
作
物
の
生
産

性
の
向
上
と
米
の
計
画
生
産
を
行
い
、
水
田

の
高
度
利
用
と
円
滑
な
生
産
調
整
を
進
め
る
た

め
、
直
播
技
術
の
普
及
拡

大
、
有
機
栽
培
、
水
田
園

芸
作
物
の
作
付
け
出
荷
、

転
作
田
の
麦
団
地
化
と
大

豆
・
そ
ば
な
ど
の
周
年
作

の
取
組
に
対
し
補
助
し
ま

す
。

◆ 
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…

１
４
，３
０
３
千
円

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の

発
生
を
防
止
し
農
作
物
を
守
る
た
め
、
電
気
柵

を
設
置
し
、
ま
た
は
捕
獲
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

◆ 

被
害
米
除
去
対
策
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
… 
２
２
，０
９
３
千
円

を
配
置
し
、
安
全
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う

配
慮
し
ま
す
。

◆ 

丹
生
高
等
学
校
育
成
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
３
，３
８
０
千
円

　

丹
生
高
等
学
校
へ
の
進
学
を
推
奨
し
、
町
唯

一
の
高
等
学
校
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域

全
体
の
教
育
の
振
興
と
向
上
を
図
る
た
め
、
同

高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
青
雲
特
待

生
奨
学
金
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
同
高
等
学

校
へ
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
通
学
す
る
生
徒

を
対
象
と
し
て
、
そ
の
運
賃
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

地
域
資
源
と
共
生
す
る
産
業
の
振
興

技

元
気
で
、
活
力
み
な
ぎ
る

En
er

ge
tic

-to
w
n

【
国
際
交
流
の
推
進
】

◆ 

国
際
交
流
事
業

 　
　
　

 …
…
…
…
…

  

１
７
，４
４
９
千
円

　

国
際
化
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
３

月
に
設
立
さ
れ
た
越
前

町
国
際
交
流
協
会
の
事

業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
る
青
少
年
の
海
外
派

遣
や
招
へ
い
、
在
住
外

国
人
と
の
文
化
交
流
、

語
学
講
座
の
開
設
な
ど

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
当
協
会
と
連
携
し
な

が
ら
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
、
産
業
の
各
分

野
を
通
じ
て
、
住
民
主
体
の
地
域
に
根
ざ
し
た

国
際
交
流
活
動
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

5 広報えちぜん

の
購
入
費
に
対
し
補
助

し
ま
す
。
ま
た
、
環
境

保
全
の
協
働
活
動
を
支

援
し
、
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
る
た
め
、

団
体
が
実
施
す
る
資
源

回
収
に
対
し
補
助
し
ま

す
。

◆ 

Ｅ
Ｍ
普
及
推
進
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
… 

１
，０
０
０
千
円

　

Ｅ
Ｍ
（
有
用
微
生
物
群
）
を
利
用
し
、
家
庭

で
の
生
ご
み
の
堆
肥
化
や
た
め
池
・
河
川
の
水

質
浄
化
な
ど
の
環
境
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

町
内
全
域
で
Ｅ
Ｍ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
利
用
方
法
の
普
及
啓
発
を
図

り
ま
す
。

【
文
化
財
の
調
査
・
保
護
・
継
承
】

◆ 

福
井
の
伝
統
的
民
家
普
及
促
進
事
業 

　
　
　

…
…
…
…
…
…
… 

１
５
，０
０
０
千
円

　

伝
統
的
民
家
を
保
存
し
、
町
並
み
景
観
を
保

護
す
る
た
め
、
切
妻
屋
根
で
瓦
葺
き
な
ど
の
伝

統
的
技
術
に
配
慮
し
建
て
ら
れ
た
民
家
の
外
観

や
構
造
体
を
改
修
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

【
観
光
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
】

◆ 

温
泉
施
設
利
用
促
進
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
８
０
千
円

　

町
内
に
あ
る
多
く
の
温
泉
施
設
の
利
用
を
促

進
し
、
利
用
者
の
満
足
度
向
上
を
図
る
た
め
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
周
遊
カ
ー
ド
）
や
共
通
回

数
券
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
温
泉
施
設
を
紹

介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

◆ 
越
前
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…

１
，０
０
０
千
円

　

農
林
水
産
業
と
の

連
携
に
よ
り
、
観
光

の
魅
力　

向
上
を
図

る
た
め
、
町
内
の
多

く
の
資
源
を
活
用
し

た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ブ
ル
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
緑
豊
か
な

農
山
村
地
域
や
海
岸

部
の
漁
村
で
、
そ
の
自
然
・
文
化
・
人
々
と
の

交
流
楽
し
む
滞
在
型
余
暇
活
動
）
な
ど
の
取
組

を
支
援
し
ま
す
。

【
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
】

◆ 

観
光
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
推
進
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…

３
，５
７
０
千
円

　

通
年
型
観
光
を
確
立
す
る
た
め
、
外
国
語
版

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
観
光
宣
伝
封
筒
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、
各
種
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

増
刷
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
鯖
江
駅
改
札
口
に

観
光
案
内
の
電
照
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

◆ 

音
楽
祭
開
催
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…

２
，５
０
０
千
円

　

町
民
が
本
物
の
芸
術
と
文
化
に
触
れ
る
機
会

を
拡
充
し
、
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
音
楽
愛
好
者
や
団
体
と
連
携
協

力
し
、
町
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
音
楽
団
体
な
ど
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
行
わ
れ
た
国
民
文

化
祭
で
の
全
国
各
地
の
マ
リ
ン
バ
奏
者
と
の
交

流
を
礎
に
、
マ
リ
ン
バ
を
通
じ
て
越
前
町
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト
を

継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

観
光
地
と
し
て
の
新
た
な
魅
力
向
上

【
水
産
業
の
振
興
】

◆ 

米
ノ
公
有
地
緑
地
広
場
整
備
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…

３
２
，７
０
３
千
円

　

快
適
で
潤
い
あ
る
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
米
ノ
公
有
地
の
駐
車
場
や
駐
輪
場
な

ど
を
整
備
し
ま
す
。

◆ 

白
浜(

城
崎)

漁
港
機
能
高
度
化
事
業

　

(

漁
村
再
生
交
付
金
事
業)

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…

６
５
，０
１
２
千
円

　

荒
天
時
に
は
防
波
堤
か
ら
の
越
波
が
見
ら
れ

る
白
浜
（
城
崎
）
漁
港
（
高
佐
地
係
）
を
安
全

な
漁
港
に
す
る
た
め
、
防
波
堤
と
船
揚
場
を
改

良
し
ま
す
。

【
地
産
地
消
の
推
進
】

◆ 

地
場
産
学
校
給
食
推
進
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
９
７
千
円

　

園
芸
作
物
の
生
産
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
の
健
全
な
精
神
と

健
康
な
身
体
を
育
成
す
る
た

め
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
旬

の
食
材
を
学
校
給
食
に
供
給

し
ま
す
。

【
商
工
業
の
振
興
】

◆ 

商
工
業
育
成
資
金
利
子
補
給
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…

２
，０
０
０
千
円

　

町
内
の
商
工
会
員
、
越
前
焼
工
業
協
同
組
合

員
な
ど
が
福
井
県
の
制
度
融
資
、
国
民
金
融
公

庫
ま
た
は
福
井
県
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
資
金
の

融
資
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
借
入
利
子
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◆ 

え
ち
ぜ
ん
産
業
フ
ェ
ア
事
業

 　
　
　

 
…
…
…
…
…
…
…

９
，０
０
０
千
円

　

異
業
種
間
や
地
域
間
の
交
流
を
促
進
し
、
町

内
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
内
の
商
工

業
、
農
林
業
、
水
産
業
、
観
光
業
な
ど
の
各
種

団
体
が
一
堂
に
会
し
、
各
種
産
業
の
紹
介
、
展

示
、
販
売
を
行
う
産
業
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

【
伝
統
産
業
の
振
興
】

◆ 

越
前
焼
技
能
者
養
成
支
援
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…

１
，５
０
０
千
円

　

日
本
六
古
窯
の
一
つ
で
あ
る
越
前
焼
の
伝
統

技
法
の
習
得
と
継
承
に
よ
り
後
継
者
を
育
成
す

る
た
め
、
福
井
県
窯
業
指
導
所
で
行
っ
て
い
る

陶
磁
器
技
能
者
養
成
研
修
に
補
完
し
て
実
施
さ

れ
る
越
前
焼
技
能
者
養
成
事
業
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

海み

土ど

里り

個
性
豊
か
で
、
誇
り
の
も
て
る

Ex
ce

lle
nt

-to
w
n

【
自
然
環
境
・
地
球
環
境
の
保
全
】

◆ 

環
境
基
本
計
画
策
定
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…

４
，７
３
７
千
円

　

越
前
町
の
豊
か
な
環
境
を
保
全
し
創
造
す
る

た
め
、
総
合
的
な
環
境
へ
の
取
組
を
明
確
に
す

る
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◆ 

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…

４
，１
９
０
千
円

　

ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス
ト

ま
ち
の
魅
力
と
な
る

地
域
資
源
の
保
存
と
継
承

お詫びと訂正：４月号４ページの歳出【性質別予算】の円グラフ中、「貸付金8,660千円」は「8,660万円」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。



ルート名 運行対象集落 巡回する主な公共施設 運行日 運休日

環状ルート
（右回り・左回り）

国道365号線、主要地方道福井大森河野線、
県道別所朝日線、県道寺朝日線を繋いだ沿線
の朝日、宮崎、織田地区の集落

泰澄の杜、幸若苑、陶寿園、織
田病院、越前町役場、宮崎総合
事務所、織田総合事務所、西田
中バスターミナル、織田バスタ
ーミナル　など

月～金

土・日
祝祭日
年末年始

朝日地区
巡回ルート

朝日地区乗り合いルート対象集落以外で、環
状ルート上にない朝日地区の集落

泰澄の杜、幸若苑、越前町役場
西田中バスターミナル　など

月～金

朝日地区
乗り合いルート

東二ツ屋、天谷、真木、小川、杖立、森、清水、
大玉、大畑、頭谷

泰澄の杜、幸若苑、越前町役場
西田中バスターミナル　など

月・水・木
※デマンド方式

宮崎地区
巡回ルート

宮崎地区内で、環状ルート上にない集落
宮崎総合事務所
陶寿園　陶芸村　など

月～金

越前地区
巡回ルート

越前地区乗り合いルート対象集落以外の越前
地区の集落およびび山中から織田バスターミ
ナルに至るまでの織田地区の集落

なぎさの湯、越前総合事務所
織田病院、織田総合事務所
織田バスターミナル　など

月～金

越前地区
乗り合いルート

梨子ヶ平、血ヶ平、六呂師、午房ヶ平
丸山団地

なぎさの湯
越前総合事務所　など

月・水・金
※デマンド方式

織田地区
巡回ルート

織田地区乗り合いルート対象集落以外で、環
状ルート上にない織田地区の集落

織田病院、織田総合事務所
織田バスターミナル　など

月～金

織田地区
乗り合いルート

笈松、入尾
織田病院、織田総合事務所
織田バスターミナル　など

火・木・金
※デマンド方式

※デマンド方式とは、要求（必要）に応じて運行するという方法です。利用者の少ないルートでは、利用者が電話予約した

場合にのみ運行することで、不必要な経費を省き、運行経費を削減しつつ、住民の生活交通を確保します。

•直接行くことのできない施設は、バスの乗り継ぎにより行くことができます。

　いよいよ、６月から「越前町コミュニティバス」が運行します。
　コミュニティバスは、町民が安心して生活できる便利で快適
な交通手段として、町民の福祉の向上と魅力あるまちづくりを
推進します。
　どなたでも気軽に利用できる越前町コミュニティバス「フレ
ンドリー号」の概要は次のとおりです。
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【
運
行
便
数
と
運
行
時
間
帯
】

　

運
行
便
数
は
、
午
前
2
便
、
午
後
2
便
を

基
本
と
し
ま
す
。
運
行
時
間
帯
は
、日
中（
午

前
9
時
頃
か
ら
午
後
5
時
頃
ま
で
）
を
基
本

と
し
ま
す
。

【
バ
ス
停
留
所
】

　

バ
ス
停
留
所
は
、
現
在
の
福
祉
バ
ス
の
停

留
所
、
ま
た
は
現
在
の
路
線
バ
ス
の
停
留
所

を
基
本
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
福
祉
バ
ス
や
路
線
バ
ス
が
走
行

し
て
い
な
い
集
落
は
、
原
則
と
し
て
各
集
落

の
中
心
付
近
に
1
か
所
ず
つ
バ
ス
停
留
所
を

設
置
し
ま
す
。

【
運　

賃
】

　

運
賃
に
は
、
町
民
が
負
担
に
感
じ
る
こ
と

な
く
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
均
一
制

を
採
用
し
、
1
回
の
乗
車
に
つ
き
２
０
０
円

と
し
ま
す
。
目
的
地
ま
で
乗
り
継
ぎ
が
必
要

な
場
合
は
、
乗
り
継
ぎ
券
を
発
行
し
、
目
的

地
ま
で
は
２
０
０
円
と
し
ま
す
。
高
齢
者

（
70
歳
以
上
）、
心
身
障
害
者
、
小
中
高
生
な

ど
は
半
額
の
１
０
０
円
と
し
、
乳
幼
児
は
無

料
と
し
ま
す
。（
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）
や

心
身
障
害
者
の
人
に
は
証
明
書
な
ど
の
配
付

を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
路
線
バ
ス
と
の
競
合
を
避
け
る
た

め
、
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）
は
、
町
内
路
線

バ
ス
区
間
に
お
い
て
の
み
、
町
発
行
予
定
の

チ
ケ
ッ
ト
に
よ
り
、
１
０
０
円
で
乗
車
で
き

る
よ
う
、
施
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
に
運
行
開
始
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
で
す
が
、
現
在
も
調
整
中
の
部
分
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
後
日
、
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
よ

り
、
現
在
の
福
祉
バ
ス
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
図

朝日地区乗り合いルート

越前地区乗り合いルート

越前地区巡回ルート

織田地区乗り合いルート

朝日地区巡回ルート

環状ルート

宮崎地区巡回ルート宮崎地区巡回ルート

地区

コミュニティバスの愛称は フレンドリー号 
　３月１日～４月14日の期間においてコミュニティバスの愛称を募集したところ、総数96

点の応募がありました。選考の結果、中西恵美子さん（江波）の作品「フレンドリー号」が

越前町コミュニティバスの愛称に選ばれました。「フレンドリー号」には「町民同志が親し

くなり、新たな活動が生まれるように」との意味が込められています。

　ご応募いただいたみなさん、ありがとうございました。
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介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

「
要
介
護
度
」
の

区
分
が
変
わ
り
ま
す

　

要
介
護
状
態
の
区
分
が
従
来
の
6
段
階
か

ら
7
段
階
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
要

支
援
・
要
介
護
1
に
該
当
し
た
人
に
つ
い
て
、

状
態
の
改
善
の
可
能
性
が
高
い
人
は
、
要
支

援
1
・
2
と
な
り
、
予
防
給
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

非該当

要支援

非該当

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

《これまで》 《４月から》
必要に応じて、介護予防
サービス(地域支援事業)
が利用できます。

支援が必要とされる人
(要支援１・２) 予防給付
が受けられます。

介護が必要とされる人
(要介護１～５) 介護給付
が受けられます。

新しくなりました

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

（
新
予
防
給
付
）
が

始
ま
り
ま
す

　
「
要
介
護
認
定
」
で
「
要
支
援
1
」「
要
支

援
2
」
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
本
人
の
意
欲

を
高
め
、
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
け
る

よ
う
に
状
態
を
改
善
し
、
悪
化
を
防
ぐ
「
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
新
予
防
給
付
）」
が
利

用
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
？

○
介
護
予
防
通
所
介
護
（
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
）

○
介
護
予
防
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

○
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）

○
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
な
ど

広報えちぜん 8

介
護
予
防
の
拠
点

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
介
護
・
福
祉
・
健
康
・
医
療
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
に
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
織
田
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
い
つ
ま

で
も
健
康
で
生
活
で
き
る
よ
う
「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
？

総
合
相
談
支
援

　

〜
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
〜

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
が
連

携
し
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
の
利

用
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

〜
適
切
な
介
護
予
防
の
た
め
に
〜

高
齢
者
の
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
主

体
的
な
活
動
と
参
加
意
欲
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と

を
予
防
し
て
い
き
ま
す
。

所得階層 対象者 計算方法 月額保険料

第１段階 •老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の人
•生活保護の受給者 基準額×0.5 2,200円

第２段階 •住民税非課税世帯で課税年金収入額と合計所得金額の
　合計が80万円以下の人 基準額×0.5 2,200円

第３段階 •住民税非課税世帯で第2段階に該当しない人 基準額×0.75 3,300円
第４段階 •住民税課税世帯で本人が住民税非課税の人 基準額 4,400円
第５段階 •本人が住民税課税で合計所得額が200万円未満の人 基準額×1.25 5,500円
第６段階 •本人が住民税課税で合計所得額が200万円以上の人 基準額×1.5 6,600円

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

〜
い
つ
で
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
〜

　

主
治
医
や
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

様
々
な
職
種
が
連
携
し
て
、
包
括
的
、

継
続
的
に
支
援
し
て
い
け
る
よ
う
に
体

制
を
つ
く
り
ま
す
。

権
利
擁よ

う

護ご

　

〜
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
る
た
め
に
〜

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
成
年
後
見
制
度
利
用

の
支
援
、
虐
待
へ
の
対
応
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　

越
前
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

越
前
町
織
田
１
０
６
―

51
―

１

　

☎
36
―

１
０
６
７

平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
の

介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

　

第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
保
険

料
は
3
年
ご
と
に
見
直
し
、
3
年
間
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
が
ま
か
な
え
る
よ
う
に
算
出

さ
れ
た
「
基
準
額
」
を
基
に
し
て
決
ま
り
ま

す
。

「
介
護
予
防
事
業

（
地
域
支
援
事
業
）」が

始
ま
り
ま
す

　

認
定
審
査
会
で
「
非
該
当
（
自
立
）」
と

判
定
さ
れ
た
人
や
虚
弱
な
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
は
、
で
き
る
限
り
介
護
が
必
要
な
状
態
と

な
ら
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
元
気
な
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
は
現
在
の
健
康
な
状
態
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
「
地
域
支
援
事
業
の
介
護

予
防
事
業
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

○
虚
弱
高
齢
者
…
転
倒
骨
折
の
予
防
、
閉
じ

こ
も
り
予
防
、
生
活
指
導

な
ど

○
一
般
高
齢
者
…
健
康
講
座
、
介
護
予
防
の

普
及
啓
発
な
ど

新
し
く
な
り
ま
し
た

⬅

9 広報えちぜん



新　
　

所　
　

属

氏　
　

名

総
務
課
長
補
佐（
行
政
担
当
）

（
兼
）工
事
検
査
室
長
補
佐

畑　
　
　

雅　

樹

総
務
課

髙　

木　

剛　

彦

企
画
財
政
課

杉　

森　
　
　

匡

監
理
課
長
補
佐

（
兼
）工
事
検
査
室
長
補
佐

牧　

田　

芳　

広

監
理
課

久　

保　

義　

治

税
務
課

林　
　
　

康　

彦

住
民
福
祉
課
長
補
佐

（
兼
）福
祉
担
当

上　

坂　

明　

子

住
民
福
祉
課

後　

藤　

邦　

枝

齋　

藤　

理　

奈

朝
日
西
保
育
所

青　

山　

裕　

美

朝
日
北
保
育
所

西　

野　

ひ
と
み

陶
の
谷
保
育
所

山　

下　

京　

子

高
齢
福
祉
課

千　

秋　

す
み
子

網　

渕　

美　

春

川　

上　

清　

恵

保
健
衛
生
課

大　

矢　

康　

一

健
康
増
進
室
長

（
兼
）織
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

（
兼
）在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

（
兼
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

上　

野　

笑　

子

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

吉　

田　

直　

子

谷　

﨑　

美
香
世

土　

谷　

万
里
子

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

木　

下　

里　

美

商
工
観
光
課
長

（
兼
）越
前
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長

渡　

辺　

照　

夫

建
設
課
長
補
佐

（
兼
）朝
日
・
宮
崎
担
当

山　

谷　

芳　

一

建
設
課

佐
々
木　

幸　

恵

宮
崎
産
業
振
興
課

（
兼
）宮
崎
地
域
振
興
課

河　

合　
　
　

智

越
前
地
域
整
備
課

牧　

田　

茂　

晴

織
田
地
域
振
興
課
長
補
佐

吉　

田　

純　

子

織
田
地
域
整
備
課
長
補
佐

友　

広　

家　

延

織
田
産
業
振
興
課

佐
々
木　

訟　

覚

高　

原　

利　

則

新　
　

所　
　

属

氏　
　

名

織
田
病
院
拡
充
準
備
室
長

（
兼
）織
田
病
院
事
務
局
次
長

上　

坂　

光　

弘

織
田
病
院
拡
充
準
備
室
長
補
佐

山　

下　

和　

信

織
田
病
院
外
科
医
師

八　

木　

大　

介

学
校
教
育
課

川　

邉　

初　

美

武　

田　

喜　

之

朝
日
小
学
校

佐
々
木　

佐
代
子

朝
日
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

橋　

本　

弘　

美

【
派
遣
】

㈳
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

宇　

野　

與
市
郎

鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合

酒　

井　

英　

則

丹
生
衛
生
管
理
組
合

左　

近　

昭　

博

丹
南
地
区
介
護
認
定
審
査
会

稲　

田　

明　

美

福
井
県（
市
町
村
課
）

西　
　
　

益　

男

（
財
）朝
日
公
共
施
設
管
理
公
社

小　

川　
　
　

茂

【
新
採
用
】

国
際
交
流
室

堀　

内　

文　

夫

政
策
調
整
室

川　

﨑　

瑞　

奈

建
設
課

佐
々
木　

良　

太

織
田
住
民
生
活
課

駒　

野　

裕　

子

国
民
宿
舎「
か
れ
い
崎
荘
」

三
田
村　

保　

夫

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
）

旧　

所　

属

氏　
　

名

商
工
観
光
課
長

橋　

本　

與　

市

総
務
課
長
補
佐

室　

田　

正　

人

朝
日
西
保
育
所

向　

當　
　
　

忍

福
井
県
丹
南
広
域
組
合

伊　

藤　

嘉　

朗

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

橋　

本　

百　

合

織
田
産
業
振
興
課

渡　

辺　

源　

基

国
民
宿
舎「
か
れ
い
崎
荘
」

礒　

部　

一　

治

朝
日
中
学
校

尾　

崎　

美
代
子

織
田
病
院

尾　

崎　

厚　

志

渡　

辺　

ま
ゆ
み

越
前
町
職
員
人
事
異
動
（
平
成
18
年
4
月
1
日
付
）

新
任
校

職
名

氏　

名

前
任
校

朝
日
小

教
諭

駒　

野　

修　

治

武
生
第
一
中
学
校

事
務
職

山　

田　

由
紀
子

片
上
小
学
校

糸
生
小

教
諭

田　

畑　

恵　

二

県
教
育
庁

宮
崎
小

教
諭

島　

田　

利　

正

越
廼
小
学
校

河　

村　

浩　

昭

鯖
江
中
学
校

四
ヶ
浦
小

校
長

井　

上　

文　

夫

越
廼
中
学
校

城
崎
小

教
諭

松　

村　

康　

彦

清
水
中
学
校

野　

村　

尚　

美

本
郷
小
学
校

三　

谷　

真
須
美

春
江
小
学
校

朝
日
中

校
長

仲　

保　

進
一
郎

越
廼
小
学
校

教
諭

岩　

渕　

留
理
子

清
水
中
学
校

宮　

川　

真　

一

鯖
江
中
学
校

宮
崎
中

教
諭

渡　

邊　

喜
代
美

丹
生
高
等
学
校

織
田
中

教
諭

天　

野　

弘　

之

万
葉
中
学
校

4
月
か
ら
新
た
に
21
人
の

先
生
が
町
外
の
学
校
よ
り

着
任
し
ま
し
た

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

3
月
24
日
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
、
教

育
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

樟
本　

和
江
（
大
樟
）
＝
再
任
＝

　

ま
た
、
3
月
29
日
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会

で
、
教
育
委
員
長
と
同
職
務
代
理
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

委
員
長

　
　
　

黒
田　
　

守
（
上
野
）

　

委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　

堀　
　

治
市
（
山
中
）

（
敬
称
略
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

〜
平
成
18
年
度
新
採
用
職
員
〜

国
際
交
流
室

　

堀　

内　

文　

夫

政
策
調
査
室

　

川　

﨑　

瑞　

奈

建
設
課

　

佐
々
木　

良　

太

織
田
総
合
事
務
所

住
民
生
活
課

　

駒　

野　

裕　

子

国
民
宿
舎

「
か
れ
い
崎
荘
」

　

三
田
村　

保　

夫

広報えちぜん 10

曜　日 診　療　科　目
診　察　医

備　　　考
午　前 午　後

月

内科（呼吸器） 島　田 島田・午後は往診
内科（循環器） 加　藤 加　藤

整形外科
津　向 津　向

八　木

外科、胃腸科、肛門科
高　嶋 高　嶋 手術の場合、診察は

できません前　田 前　田
小児科 藤　本 藤　本
眼科 南　部

火

内科（呼吸器） 島　田 島田・午後は往診
内科（循環器） 加　藤 加　藤

整形外科
津　向 津　向 午後が手術の場合、診察は

できません竹　野
外科、胃腸科、肛門科 八　木 高嶋・県立病院
小児科 藤　本 藤　本
眼科 　　谷

水

内科（循環器） 加　藤

休　診

島田院長休診
内科（糖尿） 鈴　木
整形外科 津　向

外科、胃腸科、肛門科
高　嶋
八　木

小児科 藤　本

木

内科（循環器） 加藤（隔週） 加　藤
島田院長・休診

内科（呼吸器） 水　野

整形外科 津　向 津　向
午後が手術の場合、診察は
できません

外科、胃腸科、肛門科
高　嶋 高　嶋 午後が手術の場合、診察は

できません八　木 八　木
小児科 藤本・県立病院
眼科 　　谷
脳外科 中村（隔週）

金

内科（呼吸器） 島　田 島田・午後は往診
内科（循環器） 加　藤 加藤・午前は赤十字病院

整形外科
津　向 津　向 午後が手術の場合、診察は

できません中　嶋

外科、胃腸科、肛門科 高　嶋 高　嶋
午後が手術・検査の場合、
診察はできません

小児科 藤　本 藤　本
眼科 森

土

内科（呼吸器） 島　田

休　診

内科（循環器） 加　藤
整形外科 津　向

外科、胃腸科、肛門科
高　嶋
八　木

小児科 藤　本

織田病院診療科目一覧表
〈午前の部〉　受付時間　 8:00～11:30　　診察時間　 8:30～12:00
〈午後の部〉　受付時間　11:30～16:30　　診察時間　15:00～17:15

・午後の手術は随時（手術の時は診察できないため、事前に電話で確認してください。）
・内科医師は午後往診に出ることがあるため、来院の前に電話で問合せてください。
・学会出席のため休診になることがあるため、ご了承願います。　　　　　　　　　　　　問合せ先　織田病院　☎36－1000
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　織田病院では、毎週木曜日に１日人間ドックを２人ずつ受け付けています。検査内容は、次のとおりです。

尿検査、便検査、一般血液検査、血液生科学検査（肝臓・膵臓・肝臓機能・コレステロール）、ウイルス・感染症検査、

心電図、視力・眼圧・眼底検査、動脈硬化検査、胸部検査（レントゲン・ＣＴ）、腹部超音波検査、胃カメラ（食道・胃・

十二指腸）、肺機能検査、前立腺がん検査（男）、乳がん検査（女）、大腸がん検査（希望者）

　織田病院の人間ドックの特徴は、
①肺の検査ではレントゲン撮影とＣＴ撮影を併用することで異変を見逃しません。

②乳がん検査ではマンモグラフィーという専用の撮影機器を使用して検査しています。

③胃部検査では胃潰瘍やポリープの発見と同時に組織を採取し、病理組織検査ができるよう、

　胃カメラで行っています

④「大腸検査プラスコース」では大腸内視鏡（カメラ）を使って検査します。

⑤織田病院には婦人科がないため、子宮ガン検査は行っておりません。町が主催する定期健診で

　受診できます。

利用料金　１日人間ドック　　　　　33,000円

　　　　　大腸検査プラスコース　　38,000円

※定員になりしだい締め切りとなります。

※事前に予約が必要ですので、織田病院まで申し込んでください。

　　　　　　　　問合せ先　織田病院　☎ 36－1000

　町では、国民健康保険加入者を対象として、人間ドックの助成

を行っています。生活習慣病をはじめとする病気の早期発見や早

期治療、健康維持に役立てるため、ぜひご利用ください。

助成対象者　　越前町国民健康保険加入者で、

　　　　　　　30歳以上70歳未満の人

個人負担額　　１日人間ドック　　　　　10,000円

　　　　　　　大腸検査プラスコース　　12,000円

実施機関　　　織田病院

問合せ先　　　高齢福祉課　　　☎ 34－8711　

　　　　　　　織田病院　　　　☎ 36－1000
　　　　　　　　（ドックの申込みは、直接織田病院にお願いします。）

人間ドックのお知らせ人間ドックのお知らせ

国民健康保険から
人間ドック助成制度のご案内
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第13回

『越知夢の会』（朝日地区大谷寺・中野）が「気づき事業」を実施

国際交流協会、盛大にスタート！

　平成７年にお互いの地区づくりに協力しようと大
谷寺区と中野区の壮年男女が立ち上がり、『越知夢の
会』（水島昭一会長）を結成しました。両区の男女が
協力して様々な事業を進めており、水島会長は「そ
もそも、成り立ちからして男女共同参画です。」と言
っています。
　今回の「気づき事業」では、「夫婦が楽しく・家庭
が楽しく」をテーマに、はじめにまちづくり推進員
による参画紙芝居「サザエさん」が熱演されました。
最初は『なんのことだろう？』と、参加者は戸惑い
顔でしたが、グループでの家庭生活での本音トークや、
辻きぬさんの指導による川柳づくり、ありがとうメ
ッセージへと時間が進むにつれ、笑いや拍手が増え、

大いに盛り上がりました。
　越知夢の会では、話し合いの様子や「家族の在り
方を見つめ直す良い機会」だったという感想などを
まとめたチラシを全戸に配り、区民に報告しました。

　The Echizen International Association (EIA) establish-
ment ceremony was held at “Sunrise Ota” on Saturday 
March 25 2006.  About 170 members and guests attended 
the event, which was an excellent show of support for the 
start of the EIA.  As the first elected Chairman of the EIA, 
Mayor Seki spoke of the importance of international under-
standing.  He added that he wanted to increase the inter-
action between the Japanese and foreign residents of 
Echizen Town through a number of events.
　 After the inaugural meeting, presentations were given 
on the countries with which Echizen Town has ties.  A 
brief explanation on the exchanges with Austral ia, 
America and Thailand were presented to the members.  
As well as continuing with the exchanges, a variety of 
events are currently being planned for this year and your 
participation and support would be greatly appreciated.  
The EIA office is located within the International Affairs 
Department of the Echizen Town Office and any EIA mem-
bership applications, consultations or ideas for events are 
most certainly welcomed.

　３月25日、サンライズ織田で約170人の会員らが
出席し越前町国際交流協会（ＥＩＡ）の設立総会が
行われました。
　初代会長に選ばれた関 敬信町長は「異文化との自
然なふれあいの中で、外国の文化、ものの考えを学
ぶことは重要な課題であり、協会の設立を機により
一層、町民と外国人の相互理解を進めたい」と挨拶
しました。
　総会後には、オーストラリア（織田）、アメリカ（宮
崎）、タイ（朝日）との派遣や受入交流事業などの国
際交流事業の先行事例が報告されました。
　協会では、国際交流活動の活性化や、さまざまな
イベントなどを計画しています。みなさんの参加や
協力をお願いします。また、協会への入会や相談、
イベントのアイデアなどがございましたら、お気軽
にご連絡ください。
問合せ先　国際交流室　☎34－8713

Vol.13

お　ち  ゆめ

ＥＩＡ役員のみなさんです。（敬称略）
　会　長　関　敬信（越前町長）
　副会長　堀　治市（下山中）、司辻光男（小曽原）
　理　事　渡辺數己（上糸生）、鈴木秀史（牛越）、坂下　治（江波）
　　　　　神内八重（江波）、澤　善英（小樟）、両林冨子（新保）
　　　　　伊部功史郎（岩倉）、大川寛子（下河原）
　監　事　竹内弘美（内郡）、浜野克則（厨）
　顧　問　渡辺　恵（越前町議会議長）、黒田　守（越前町教育委員会委員長）
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悲惨な事故をなくそう
～春の交通安全県民運動～
　４月９日、織田地区交通指導員会が、地区内の

交差点にある約300か所の足形を塗り替えました。

この作業は約30年前から、「春の交通安全県民運動」

にあわせて続けられているもので、歩行者の飛び

出し防止に役立っています。また、足形の前には

ドライバーへの注意を促すため、「とまれ」の文字

も描かれました。

　また、４月10日、宮崎農村環境改善センター前

で交通安全茶屋が開かれました。

　保育所の園児が宮崎特産のたけのこをドライバ

ーに手渡し「運転に気をつけてください」と元気に

声をかけ、安全運転を呼びかけました。

　丹生警察署からは県警のマスコットのリューピー

君や白バイ隊員も応援に掛けつけ、園児らも大喜び

でした。

　他にも、４月11日にショッピングセンター「メ

ルシ」の駐車場で織田地区交通安全協会と織田地区

交通指導員会による交通安全茶屋が、15日には役

場前で朝日地区交通安全協会、朝日福寿会、朝日地

区婦人会による交通安全茶屋がそれぞれ行われまし

た。茶屋では交通安全啓発チラシなどが配られ、ド

ライバーたちは「安全運転」について再確認してい

ました。

幸若太鼓の皆さんが花まつりを演出しました

古墳公園花まつり古墳公園花まつり
　４月７日・８日、古墳公園花まつりが盛大に開

かれました。

　公園の桜はまだつぼみでしたが、幸若太鼓の演

奏やお茶席コーナー、抽選会などたくさんの人で

賑わいました。

登下校中の児童を守ろう！
　４月６日、町内小・中学校の入学式が行われまし

た。式では、丹生交通安全協会（高山登会長）が小

学校新１年生に交通安全に心掛けてもらえるように

と、交通安全ワッペン・腕章を贈りました。

　また、昨年に引き続き福井エフエム放送㈱（本多

奥右衛門社長）から子どもたちに防犯ブザーが贈ら

れ、子どもたちは早速、腕には交通安全腕章を、か

ばんにはワッペンと防犯ブザーを着けていました。

運転に気をつけて！（宮崎）

「安全運転でお願いします」交差点はきちんと止まって、安全確認
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水車が寄贈されました
　相馬太喜造さん（中）が製作された手作りの水車が町へ寄贈されました。

　高さが約130cm、奥行きが約100cm、幅が約80cmと大型で、釘を使

わない手法（ほぞつぎ）による伝統的な技術がいかんなく施されています。

　現在、織田文化歴史館のロビーに展示しています。ぜひご覧ください。

男女共同参画のまちづくりの実現へ
～参画プランが提言されました～

　４月14日、えちぜん男女共同参画まちづくり推進員会（田中太平会長）

から「えちぜん男女共同参画プラン」が関町長に提言されました。

　このプランは、町の男女共同参画計画の素案となるもので、「認めあ

い　男女の心を　つなぐまち」をキャッチフレーズに、▽ともに築く家

庭・地域、▽ともに活躍できる職場、▽ともに安心して暮らせる社会、▽

ともに育てる教育・文化の４つの基本目標を定め、住民と行政の協働に

よる男女共同参画社会づくりを掲げています。また、町が設置する審議

会委員などへの女性登用率についても、2010年度末までに35％にす

ることを記しています。

　関町長は、「貴重な提言をいただきありがとうございます。活き活き

としたまちづくりには、町内の男女が共に参画することが不可欠です。

各分野での積極的な女性の登用を含め、町民の皆さんとの協働によって

住み良いまちづくりを進めていきたい。」と、町民の主体的な実践に期

待を寄せました。

地域の安全のためにがんばっています
　３月19日、梅浦地区で住民参加型の火災防ぎょ訓練が

行われ、区民のみなさんが、地区にある消火栓からの放水

や消火器を使った消火活動を体験しました。

　また、４月23日、宮崎中学校周辺で越前消防団春季消

防訓練が行われ、消防団員ら280人が参加しました。火

災防ぎょ訓練では、消防団車両16台に加え、はしご車や

水槽車など特殊車両により一斉放水され、団員のきびきび

した動きと車両が勢ぞろいした迫力に、観客は見入ってい

ました。

　春先は空気が乾燥するため火災が起こりやすくなりま

す。火を扱うときには十分に注意しましょう。

精巧なつくりの水車

提言書を提出する委員のみなさん

いざという時のために…

ひ　と

スムーズな一斉放水は、日頃の練習の賜物です。

15 広報えちぜん
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児童手当の支給範囲が
小学校6年生までとなります

　平成18年4月1日から、児童手当の支給対象年齢が

小学校3年生まで（9歳到達後最初の年度末）から、

小学校6年生まで（12歳到達後最初の年度末）に拡大

され、支給にかかる所得制限額も引き上げられます。

　対象となる年齢の児童がいる保護者と、これまで所

得制限により受給していなかった保護者は、役場から

通知しますので支給を受けるために次のとおり手続き

をしてください。

手続場所

　朝日地区…住民福祉課

　宮崎地区…宮崎総合事務所 住民生活課

　越前地区…越前総合事務所 住民生活課

　織田地区…織田総合事務所 住民生活課

手続期限　5月下旬～9月29日㈮

手続に必要なもの

　•印鑑

　•健康保険証

　　（厚生年金または船員年金などに加入している人）

　•所得証明書（平成16年分・17年分、平成17年1

月1日以前から町内に住所がある人は、必要あり

ません)

　※対象者の保護者には、別途通知します。

【改正内容】

①支給対象年齢が小学校6年生まで（12歳到達後の最

初の年度末）となります。

②所得制限額が、被用者（厚生年金などの加入者）は

532万円まで（扶養親族0人の場合）、非被用者（国

民年金の加入者）は460万円までとなります。

　　なお、限度額は、扶養親族

　1人につき38万円が加算され

　ます。

問合せ先

　住民福祉課　　　　　　　　　☎34－8708

　宮崎総合事務所　住民生活課　☎32－7713

　越前総合事務所　住民生活課　☎37－7714

　織田総合事務所　住民生活課　☎36－2270

土地は適正に管理しましょう

　空き地や資材置場が適正に管理されず荒れ地になっ
ていると、景観を損ねるだけでなく、ゴミが不法に投
棄されることがあります。
　空き地や資材置場を所有・管理す
る人は、雑草の除去や清掃などを行
い、適正に管理をしましょう。

問合せ先　保健衛生課　☎34－8710

ペットの存在を
見つめ直してみませんか

　少子高齢化や核家族化の進展に伴い、動物をペット
として飼う人が増えています。また、人と動物とのか
かわり方も家族の一員や人生のパートナーへと変化し
てきており、人とペットなどの動物とのより良い関係
（動物との共生）の構築が重要となっています。
　その一方で、動物への虐待や遺棄などの事例、動物
による人への危害、近隣への迷惑事例などの問題が発
生しています。
　そこで、住民の動物を愛護す
る意識の高揚を図るとともに、
動物の愛護および管理に関する
事項を定め、動物による人の生
命などの侵害を防止するため、
「福井県動物の愛護および管理に関する条例」が6月か
ら施行されます。(違反した場合に罰せられることが
あります。)

詳しくは福井県ホームページへ
　http://info.pref.fukui.jp/eisei/doubutsuaigo/jo-rei/jo-rei.html

今月は「福井みやざき番傘川柳会」による川柳です。

冬眠明けのクマに注意!
　春はクマが冬眠（冬ごもり）から覚め、食べ物を求
めて活発に活動します。
　昨年は、ブナなどの木の実が多かったことから、親
子グマが多く見られるとされ、母グマは、子グマを守
るために攻撃的になっており、注意が必要です。
　山に出かける人は、鈴、笛、ラジ
オなど音の出るものを携帯し、クマ
を寄せ付けないように注意してくだ
さい。

問合せ先
　農林水産課　　　　　　　　　☎34－8704
　宮崎総合事務所　産業振興課　☎32－7714
　越前総合事務所　産業振興課　☎37－7713
　織田総合事務所　産業振興課　☎36－2281

17 広報えちぜん 川 柳

まちづくりにあなたの力を！

◎町民まちづくり活動支援事業補助金のお知らせ

　町民との協働によるまちづくりを推進するため、町

民による団体が自主的、主体的に行う魅力的で活力あ

るまちづくり活動に対し、補助します。

対 象 者　町内を活動拠点としている町民団体

対象活動　様々な分野の公益的なまちづくり活動であ

ること

　⑴　町民の多様なニーズを的確に捉えたもの

　⑵　町民の主体的な企画、運営および参加が図られ

るもの

　⑶　広く情報を公開し、町民が自由に参加できるも

の

補助金額　補助対象経費の3/4以内

補助限度額

　⑴　書類審査により決定する活動･･･５万円

　⑵　公開審査によりプレゼンテーションを受けて決

定する活動…30万円

申請期限　指定の申請書に必要事項を記入し、６月

30日㈮までに政策調整室まで提出してく

ださい。

◎町民まちづくり活動支援事業審査会の委員を募集

　町民のみなさんが応募された、まちづくり活動を補

助金交付対象事業として適当であるかを判断するに当

たり、審査の公平性や透明化を図るため、審査会の委

員を募集します。

応募資格　町内在住の20歳以上の人

応募方法　「官製はがき」または「メール」に住所、氏名、

年齢、電話番号を記入し、政策調整室まで

応募してください。（記入された個人情報

は、本人の承諾なしにこの募集事務以外に

利用することはありません。）

応募期限　　５月31日㈬

申込・問合せ先

　〒916-0192　越前町西田中13-5-1

　越前町役場　企画財政課　政策調整室

　☎34－8714　ＦＡＸ 34－1236

　メールアドレス　seisaku＠town.echizen.lg.jp

町からのお知らせ町からのお知らせ

丹生高等学校路線バス補助金

　越前町唯一の高等学校を育成するとともに、路線バ
スで丹生高等学校へ通学する生徒をもつ保護者の負担
を軽減するため、補助金を交付します。
対 象 者　町内に住所がある人で、路線バスを利用し

て丹生高等学校へ通う生徒の保護者
補助金額　朝日・宮崎・織田地区　月額1,000円
　　　　　越前地区　　　　　　　月額2,000円
申請手続　指定の申請書に必要事項を記載し、生徒証・

定期券の写しなどを添えて丹生高等学校ま
で提出してください。

申請・問合せ先　学校教育課　　☎34－8716
　　　　　　　　丹生高等学校　☎34－0027

自動車税の納期限は5月31日㈬です
　自宅に郵送された納税通知書（はがき）により、金
融機関、郵便局、または南越県税事務所の窓口で納付
してください。

南越県税事務所では、休日・夜間窓口を開設します。
　【休日】5月28日㈰ 8:30～17:15
　【夜間】5月29日㈪～31日㈬は午後8時まで開設

問合せ先
　福井県南越県税事務所（南越合同庁舎1階）
　越前市上太田町41‐5、シピィ南側　☎23－4545

有頂天なり過ぎ後で怪我をする　　山田志づ子
足音の響きに予感身構える　　　　山田千栄子

越前町生活路線バス通学促進事業補助金

　生活路線バスの利用促進を図るため、路線バスで高
校などに通学する人に対し、補助金を交付します。
対 象 者
　町内に住所がある人で、高校などに通学するために
路線バスの定期券を購入した人
　※株主優待券および貸切スクールバスの利用者は対
象になりません。

補助金額　定期券1月につき1,000円
申請手続
　指定の申請書に必要事項を記入し、生徒手帳・購入
定期券などの写しなどを添えて政策調整室まで提出し
てください。

問合せ先　政策調整室　☎34－8714
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学生納付特例制度を知っていますか
～国民年金～ 

　学生であっても20歳になると、国民年金に加入す
ることが義務付けられています。しかし、学生のみな
さんは所得が少ないことから、国民年金保険料を後か
ら納めることができる「学生納付特例制度」がありま
す。また、この制度は毎年申請が必要になります。前
年に引き続き免除を受けたい人は、学生証または在学
証明書と印鑑を持参し、役場または各総合事務所の窓
口で手続きをしてください。

問合せ先
　高齢福祉課　　　　　　　　　☎34－8711
　宮崎総合事務所　住民生活課　☎32－7713
　越前総合事務所　住民生活課　☎37－7714
　織田総合事務所　住民生活課　☎36－2270

不妊治療への助成制度があります

　不妊治療のうち医療保険が適用されない特定不妊治
療を受けている人に対し、10万円（1年度につき）を
限度に助成します。
対 象 者　町内に住所がある夫婦であること。
対象要件
　•福井県知事が指定する医療
機関で特定不妊治療を受け
ていること

　※所得要件は問合わせてください。

問合せ先　保健衛生課　☎34－8710

退職後の国民健康保険の
手続きを忘れていませんか

　会社などを退職して国民健康保険に加入し、年金を

受ける人は「退職者医療制度」で医療を受けることに

なります。

加入条件（すべてを満たす場合に対象となります）

　①国民健康保険に加入している

　②老人保健の適用を受けていない

　③厚生年金や共済年金などの年金を受けており、そ

の加入期間が20年以上、または40歳以降に10年

以上である人。

　対象となる人は、保険証・

印鑑・年金証書を持参し、

高齢福祉課または各総合事

務所住民生活課で手続きを

してください。

問合せ先

　高齢福祉課　　　　　　　　　☎34－8711

　宮崎総合事務所　住民生活課　☎32－7713

　越前総合事務所　住民生活課　☎37－7714

　織田総合事務所　住民生活課　☎36－2270

狩猟免許試験を行います

免許種類

免許の種類 使用できる猟具の種類

網・わな猟免許 網、わな

第一種銃猟免許
装薬銃（ライフル銃・散弾銃）
空気銃（圧縮ガス銃を含む）

第二種銃猟免許 空気銃（圧縮ガス銃を含む）

免許試験【対象者】

　①県内に住所を有する満20歳以上(受験日現在)の人

で、新たに狩猟免許を取得しようとする人

　②現に取得している狩猟免許と異なる種類の狩猟免

許を取得しようとする人

申請期間　5月8日㈪～5月31日㈬

申請・問合せ先　丹生農林総合事務所　☎34－1790

「やすらぎサロン」で悩みを語りませんか

　悩みや不安を語れる場として、地
域生活支援センター「やすらぎ」の
移動サロンが毎月１回開かれます。
お気軽に参加してください。

と　　き と こ ろ
５月18日㈭

13:30 ～ 15:00
宮崎保健センター

６月15日㈭
13:30 ～ 15:00

織田保健福祉センター

問合せ先　保健衛生課　☎34－8710

幸せに光る夫婦の飯茶碗　　　　山田　幸枝
輝けば今ひとたびの花も咲く　　松村　典子
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町からのお知らせ町からのお知らせ

地球に優しい住宅づくり
～越前町太陽光発電等住宅設備設置促進事業～
対 象 者
　自ら居住する戸建住宅に対象設備を設置し、年間所
得が1,200万円以下の人（対象設備を設置した建売住
宅を購入する場合も対象になります。）
対象となる設備・補助金額

対象設備種類 補助額算定の方法 限度額
太陽光発電設備

設置費の２/９

40万円
屋根融雪・雨水再利用設備
雨水再利用設備

20万円太陽熱温水設備
風力発電設備

申込期限　5月31日㈬
そ の 他
•設備の販売・施工者は、当制度の県登録を受けてい
る事業者であること。

　（登録事業者の登録時の申告内容を建設課または各
総合事務所地域整備課で見ることができます。）

•太陽光発電設備の出力は1kW以上、雨水再利用設備
の雨水タンクは100ℓ以上、風力発電設備は定格出
力0.3kW以上であること。

・設置費は、各設備機器の価格
とそれを取り付けるために必
要な費用となります。(同時
に行った住宅の改修費用など
は含みません。）

・複数の設備を設置する場合に
は、一部の補助額を加算できる場合があります。

・設備を設置した場合には、設置後3年間(年1回)使用
状況の報告が必要です。

・補助対象件数は11件です。申込み多数の場合は、抽
選となります。

・太陽光発電設備以外の設備は、補助できない場合が
ありますので、問い合わせてください。

申込・問合せ先　建設課　☎34－8703

大規模な地震に備えましょう
～越前町木造住宅耐震診断促進事業～

　大規模な地震による被害が全国で発生していること
から、町でも、町民の生命・財産を守るためには木造
住宅の耐震性が重要であると考え、木造住宅の耐震診
断に要する経費の一部を負担します。
対象住宅
•昭和56年5月31日以前に
着工された木造住宅で、
階数が2以下のもの。

•店舗兼住宅の場合は、延
べ床面積の過半の部分が、住宅であるもの。

•在来工法または枠組み壁工法による一戸建住宅。
•共同住宅や長屋住宅は、居住者の承諾が必要です。
対 象 者　対象となる住宅の所有者
対象棟数
　12棟（申込み多数の場合は、抽選となります。）
対象となる耐震診断
「福井県木造住宅耐震促進協議会」が(財)日本建築防
災協会の定める「一般診断法」により実施する耐震
診断に限ります。

負担額　個人負担：3,000円（耐震診断費用30,000
円のうち、27,000円（9割）を町などが負担します。）
申込期限　5月31日㈬

申込・問合せ先　建設課　☎34－8703

人人人有頂天だったイナバウア　　　武藤　久子
ニコニコと輝く子等のランドセル　　山内千代子

高　年　大　学

と　き　5月25日㈭　13:30～

ところ　織田保健福祉センター　２階集会室

内　容　介護予防について

問合せ先　織田生涯学習センター　☎36－1122

ソフトボール大会を行います

と　き　６月11日㈰（予備日　18日㈰）8：30から
ところ　越前陶芸村スポーツ広場

種　別
県民スポーツ祭
出場予選大会

協会長杯大会

資格者 町内に在住している人
町内に在住または
勤務している人

参加料 １チーム3,000円 無　　料

申込期限　　５月31日㈬

※協会長杯大会は、ソフトボール愛好者の拡大と競技
者の体力増進を目的としています。レクリェーション
感覚で、お気軽に参加してください。

申込・問合せ先
　越前町ソフトボール協会事務局
　高松一彦　☎34－2422
　　　　　　携帯電話　090－1630－0174

みんな、集まれ！！
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予感的中ものの見事にホームラン　　山谷　ゆり
日の丸の自慢輝く金メダル　　　　　向當みつ子

明るい選挙推進青年活動（CEPT）
に参加しませんか

　近年の各種選挙の投票率をみると、20代の若者の

投票率の低さが目立っています。

　福井県明るい選挙推進協議会では、昨年6月に若者

の政治や選挙への関心を高めるため、若者の視点から

啓発活動を企画立案・実施する「明るい選挙推進青年

活動隊 CEPT（セプト）」を発足させました。

　現在の CEPT は全員が20代で、話をしたり、パソ

コンなど、自分の趣味や特技を活かし、楽しく充実し

た活動を行っています。

　現在、「青年活動隊CEPT」のメンバーを募集してい

ます。みなさんの若い力で、明るい選挙を実現しませ

んか。

募集対象

　県内に在住、在勤、在学する、原則として20代の人

活動内容

　•協議会主催の選挙啓発活動への参加

　•若年層を対象とした選挙啓発事業の企画・立案

　•選挙に関する研修会への参加など

申込方法

用紙に氏名、住所、年齢、性別、勤務先（大学名など）、

電話番号、メールアドレスを記入し、5月31日㈬ま

でに申し込んでください。

申込・問合せ先

　福井県明るい選挙推進協議会事務局

　（福井県総務部市町村課内）

　☎ 0776－20－0260　FAX 0776－20－0631 

　CEPTホームページ

　http://info.pref.fukui.jp/senkan/keihatu/cept.html

男女共同参画の
きっかけをつかもう！

　「男女共同参画について何か行動したい。でも、きっ

かけがつかめない。」と思っている人はいませんか。

　町では９月に開催予定の「えちぜん男女共同参画の

つどい」実行委員を募集しています。

　男女共同参画に対するあなたの思いを「つどい」で

活かしませんか。（「つどい」は９月３日㈰を予定して

います）

募集期限　　５月15日㈪

対　　象　　町内在住で、つどいに参加できる人

　※「つどい」までに、平日の夜に数回の会議を予定

しています。

申込・問合せ先　男女共同参画室　☎34－8715

生涯スポーツ、見つけませんか

　「生涯スポーツフェスタ」（主催：㈶福井県体育協会）

が次のとおり開かれます。気軽に参加してみませんか。

と　　き　　５月27日㈯　9:30～ 11:30

実施競技（会場）

　⑴　バウンドテニス （県営体育館　第一競技場）

　⑵　エスキーテニス （県営体育館　第一競技場）

　⑶　パワーリフティング

  （県営体育館　トレーニング場）

　⑷　武術太極拳 （県営体育館　軽スポーツ室）

　⑸　トライアスロン （運動公園　　周辺コース）

　⑹　グラウンドゴルフ

  （運動公園隣　道守高校グラウンド）

　⑺　エアロビック （県営体育館　第二競技場）

　⑻　トランポリン （県営体育館　第一競技場）

　⑼　インディアカ （県営体育館　第一競技場）

　⑽　還暦軟式野球 （運動公園　  補助野球場）

参 加 料　無料

※各競技ができる服装・シューズなどを持参してくだ

さい。

※受付は、当日に県営体育館入口で行います。

問合せ先　㈶福井県体育協会　☎0776－34－2719

「越前夏まつり2006Ｔシャツ」を販売!!
　購入方法など、詳しくは事務局まで、問合わせくだ

さい。

問合せ先　越前夏まつり実行委員会事務局

　　　　　☎ 37－7713
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平成18年度えちぜんスポーツクラブ前期（4～9月）活動プログラム一覧

みんな、集まれ！！

えちぜんスポーツクラブ、いよいよ設立へ!

　4月18日、朝日生涯学習センターで「えちぜんスポー

ツクラブ」の設立総会が開かれました。

　えちぜんスポーツクラブは県内で9番目となる総合

型スポーツクラブです。平成17年度に文部科学省委

託事業・㈶日本体育協会の育成指定クラブとして、会

費制による「受益者負担」と、会員の「ボランティアシッ

プ」で運営されます。昨年度は約340人の会員を集め

て継続的スクールや短期スクール、各種イベントなど

を行い、試行的に活動を続けてきました。

　今後も地域住民に親しまれるクラブとして運動・ス

ポーツ活動と文化活動の振興に関する事業を行いま

す。会員だけでなく地域住民の健康増進や地域間交流

もうすでにハードル予感受験生　　上坂　末男
花園でアダムとイブも有頂天　　　木下百合子

の促進を図り、「地域住民に愛され、みんなで育むク

ラブ」を目指します。

　役員は次のみなさんです。（敬称略）

会　　長　佐々木　正　純（宝泉寺）

副 会 長　竹　内　敏　明（小曽原）

　  〃　　村　上　義　人（梅　浦）

　  〃　　上　坂　光　男（織　田）

理 事 長　渡　辺　文　夫（上糸生）

副理事長　上　田　　　実（横　山）

監　　事　山　岸　義　宏（赤井谷）

　  〃　　北　嶋　一　男（文化スポーツ室長）

部 門
チャレンジ
スクール

チャンピオン
スクール

エンジョイ
スクール

バリュー
スクール

イベント
（町教委共催）

えちスポ
リーグ

登　録
サークル

活　

動　

種　

目

①野球Ａ
　（小１～小４）
②野球Ｂ
　（小５～）
③ソフトボール
④バドミントン
⑤ホッケー
⑥フットサル
⑦柔道
⑧ソフトテニス

ホッケースクール
①Ｕ－11
　（小４～小５）
②Ｕ－１３
　（小６～中１）
③Ｕ－１５
　（中２～高１）
※Ｕは、アンダー
(●歳以下）とい
う意味です。

①親子ふれあい
　（幼児･小１小
２と保護者）

②ショートテニ
ス

③グラウンドゴ
ルフ

④ユニホック
⑤弓道
⑥卓球

①スマイルエクサ
サイズ
②健康体操
　（ダンベル体操
など）

①カヌー教室
②子ども水泳教室
③アクアビクス教
室
④子どもシュノー
ケリング教室
⑤体力テスト
⑥交流会
⑦親子ファミリー
スポーツ大会
　（小１・保護者）
⑧子どもスキー教
室

①４０歳以上
マスターズホッ
ケーリーグ
②ソフトバレー
ボールリーグ
③フットサルリー
グ
④ゲートボール
リーグ

＜平成17年度例＞
①野球
「ニュースポーツ 
クラブ」
②ソフトボール
「朝日クラブ」
「シャイニングあ
さひ」
③ホッケー
「福井ＩＴＯ」
「越前クラブ」

内　
　
　

容

楽しくスポーツ体
験したい小中学生
向きです。
※スポーツ少年団
員は、ちがう種目
にチャレンジしま
しょう。

ホッケーの競技力
向上を目指した、
専門的技術指導が
受けられます。え
ちスポから、全国
へ・世界へはばた
きましょう！

いつでも、だれ
でも楽しむこと
ができます。交
流志向・健康志
向・仲間づくり
志向の人におす
すめです。

優れた指導者か
ら、価値の高い
（バリュー）指導
が受けられます。

短期スクールなど
を町教育委員会と
共催して開催しま
す。非会員も参加
費を納めて受講で
きます。気軽に体
験し、えちスポを
知ってください。

登録サークル会員
または一般会員で
構成されたチーム
で、月末リーグを
定期的･継続的に
実施します。競争
を楽しみながら、
交流しましょう。

えちスポ事務局に
連絡または直接活
動会場で、登録サ
ークルの活動に参
加できます。

対　

象
小・中学生

ジュニアホッケー
プレーヤー
(小中高）

基本的に全ての世代
※スクールの性格上、制限が生じる場合があります

基本的に大人の
会員で構成された

チーム

基本的に
全ての世代

A B C D E F G

※詳しくは、えちぜんスポーツクラブ事務局、鈴木まで問合せてください。

問合せ先　えちぜんスポーツクラブ事務局（朝日生涯学習センター内）☎34－2000
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成人の健康診査

 　成人の健康診査を次のとおり行います。自分の健康のために忘れずに検診を受けましょう。

と　き ところ
基本健診

肺がん・結核検診
胃がん検診 子宮がん検診 乳がん検診

5月24日㈬ 大樟地区集会施設 9:00～ 11:00 8:30 ～ 10:30
5月29日㈪ 八田集落センター 8:30～ 10:30 8:00 ～ 10:30 13:30 ～ 14:00
5月31日㈬ 小樟地区集会施設 9:00～ 11:00 8:30 ～ 10:30
6月 5日㈪ 樫 津 隣 保 館 8:30～ 10:30 8:00 ～ 10:30 13:00 ～ 14:00 13:00 ～ 14:00
6月 5日㈪ 八田新保・舟場集落センター 13:00 ～ 14:00
6月 8日㈭ 白浜地区集会施設 9:00～ 11:00 8:30 ～ 10:30
6月 9日㈮ 常磐就業改善センター 9:00～ 10:00
6月 9日㈮ ◆佐々生集落生活改善センター 13:30 ～ 14:30
6月12日㈪ 農村環境改善サブセンター（陶の谷） 8:30 ～ 11:00 8:00 ～ 10:30 13:00 ～ 14:00 13:00 ～ 14:00

6月14日㈬
細野集落センター 9:00～ 10:30
赤井谷集落センター 13:30 ～ 14:30

　◆は、基本健診にあわせて歯科検診を行います。　　　　　　　　　　問合せ先　健康増進室　☎36－1375

幸せな予感メールが飛んで来た　　原　　榮子
輝いているな女の趣味多彩　　　　関谷美和子

健康な暮らしのために…

健診結果相談会

　保健師、栄養士が結果について説明し、指導、相談

を行います。健康食の試食などもありますので、気軽

に参加してください。

と　　き ところ

５月23日㈫
10:00 ～ 11:30 血ヶ平地区集会施設
13:30 ～ 15:00 城ヶ谷地区集会施設

６月 6日㈫
10:00 ～ 11:30 茂原地区集会施設
13:30 ～ 15:00 高佐地区集会施設

※健康手帳を持っている人は当日、持参してください。

問合せ先　健康増進室　☎36－1375

マタニティスクールのお知らせ

　妊娠中は心もからだも大きな変化があります。この

時期を楽しく過ごすために友達づくりをしませんか。

　ぜひパートナーも一緒に参加してください。

と　き　5月20日㈯　9:30～12:00

ところ　織田保健福祉センター 2階 集会室

内　容

　•尿検査・血圧・体重測定

　•健康な赤ちゃんを産み育てるために 

　　　講師　助産師　塚原　敦子氏

　•妊婦体操

　•妊娠中の食事と栄養について

　　　講師　栄養士　塚崎　　操氏

※当日は、母子手帳を忘れずに持参してください。

※予約制ですので、5月18日㈭までに電話で申し込ん

でください。

申込・問合せ先　健康増進室　☎36－1375

「元気なふくいっ子」出産応援事業

　町では、世帯で第3子以降の子どもを出産予定の妊

婦に対し、妊婦健診費用（14回分）を助成し、妊娠・

出産にかかる自己負担の軽減を図ります。

　対象者には、母子手帳の交付時に従来の妊婦健診受

診券（3回分）に加え、11回分の受診券を交付します。

問合せ先　保健衛生課　☎34－8710
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得々情報

５月のみどころ(越前町関連の番組放送時間表)  

地域ふれあいチャンネル(2CH)

◎辻・裏々

8：15～ 8：30（5/20、21、22、23、24、25、26）
14：15～14：30（5/20、21、22、23、24、25、26）
19：45～20：00（5/19、20、21、22、23、24、25）

越前町広野編

◎Jr「ジュニア」

※番組は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ(株)番組制作課
　☎21－3277

丹丹 南南 ケケ ーー ブブ ルル

テテ レレ ビビ ガガ イイ ドド

税の質問箱

Q＆A

第８回：固定資産税が急に高くなったですが?

Q：私は、平成14年5月に住宅を新築しましたが、固

定資産税が平成18年度分から急に高くなっていま

す。なぜでしょうか?

A：新築された住宅で一定の要件に該当する場合には、

新たに固定資産税が課税されることとなった年度か

ら3年度分に限り、120㎡に相当する部分までの税額

が2分の1に減額されます。そのため、今回の場合は

平成15、16、17年度分は減額措置が適用されてい

ましたが、平成18年度分からは減額措置が終了し、

本来の税額に戻ったため、税金が高くなったように

思われるのです。

問合せ先

　税務課　　　　　　　　　　☎34－8709

　宮崎総合事務所住民生活課　☎32－7713

　越前総合事務所住民生活課　☎37－7714

　織田総合事務所住民生活課　☎36－2270

税の質問箱税の質問箱

くわしくは、町のホームページをご覧ください。
http://www.town.echizen.fukui.jp/

坪45,000円から

宅地分譲販売中
ゆったりひろびろ住宅＆別荘地を分譲中！

問合せ先　監理課　☎34－8701

再造成により、
お求めやすくなりました

8：15～ 8：30（5/27、28、29、30、31、6/1、2）
14：15～14：30（5/27、28、29、30、31、6/1、2）
19：45～20：00（5/26、27、28、29、30、31、6/1）

越前町内郡編

8：30～ 8：42（5/24、25、26、27、28、29、30）
14：30～14：42（5/24、25、26、27、28、29、30）
20：00～20：12（5/23、24、25、26、27、28、29）

野球スポーツ少年団 四ヶ浦ドルフィンズ

◎ひと、くらし 輝いて レッツ!スポレクカル

9：45～10：00（5/27、28、29、30、31、6/1、2）
15：45～16：00（5/27、28、29、30、31、6/1、2）
21：15～21：30（5/26、27、28、29、30、31、6/1）

絵手紙講座（宮崎生涯学習センター）

 

丹南ＨOT情報チャンネル(5CH)

◎たんなんカラフルトーキング

7:00～ 7:30(5/9、10、11、12、15)
8:00～ 8:30(5/13、14)
12:00～12:30(5/9、10、11、12、15)
13:00～13:30(5/13、14)
19:00～19:30(5/8、9、10、11、12、)
20:00～20:30(5/13、14)

生ゴミの排出量を減らそう!(朝日地区)

7:00～ 7:30(5/30、31、6/1、2、5)
8:00～ 8:30(6/3、4)
12:00～12:30(5/30、31、6/1、2、5)
13:00～13:30(6/3、4)
19:00～19:30(5/29、30、31、6/1、2)
20:00～20:30(6/3、4)

米粉パンで食育を考える(宮崎地区)



　５月27日（土）～29日（月）、越前陶芸村で第

26回越前陶芸まつりが開かれます。

　まつりには、日本六古窯のひとつである「越前

焼」の陶器市が開かれ、県内の窯元が一同に集結し、

展示・即売が行われます。市価の２～３割安く買

うことができるとあり、毎年大盛況です。

　また、土曜日の特設ステージでは、「錦野旦歌

謡ショー」や越前ブランドスペシャルオークショ

ン、地域の物産展など多彩な催しが行われます。

日曜日には、町内の郷土芸能の発表や「さつきあ

げ茶会」が行われます。

　みなさん、ぜひご来場ください。

　問合せ先　越前焼振興室　☎32－3200

にしきのあきら

第26回　越前陶芸まつり第26回　越前陶芸まつり

○27日（土）　9：00～18：00
○28日（日）　9：00～18：00
○29日（月）　9：00～17：00

開催時間

○特産品バザー・たけのこ茶屋（陶芸公園）
○青空絵付け教室（陶芸公園）
○こども焼物展（陶芸公園）
○越前伝統工芸総合展（陶芸公園）
○輪投げコーナー（陶芸公園）
○ワクワクこども遊びコーナー（陶芸公園）

陶器市

27日（土）
　 9：00～　開催式（野外ステージ）
　11：00～　雪んこ餅つき（陶芸公園）
　12：30～　越前ブランドスペシャルオークション（野外ステージ）
　13：00～　FBCラジオ公開生放送歌謡ショー
　　　　　「錦野旦」（野外ステージ）
28日（日）
　 9：00～　郷土芸能発表
　 越前ブランドスペシャルオークション（野外ステージ）　
　10：00～　さつきあげ茶会（第2公園）

プログラム

「生花展」
　５月27日（土）～29日（月）

「ユニークな器展」
　４月８日（土）～６月４日（日）まで

同時開催 in 交流会館

「越前焼茶陶展」
　３月18日（土）～６月25日（日）まで

にしき　の あきら
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図書館だより

「楽しかったよ！！人形劇」 
　3月25日、文化歴史館文化交流ホールで 人形劇
団風工場による人形劇の公演が行われました。
　今回公演し演目は『ノンちゃん、お片付けをする』
と『やまでらおおそうどう』でした。子どもたちは、
人形たちのおかしさに笑い転げたり、アドバイスを
したりと、とても楽しい時間を過ごしていました。

～あらすじ～
　お片付けのできていないノンちゃんは、おじさん
をおだてて部屋を片付けてもらってしまいます。一
方、ノンちゃんにお片付けをさせようと目論むおじ
さんでしたが、何やかや言いながらも、ノンちゃん
のお部屋をきれいに片付けてしまいました。
　また、山寺の小坊主さんが、和尚さんが出かけて
いるうちに和尚さんに化けたタヌキにだまされて、
お寺は…。帰ってきた和尚さんのショックの大きい
こと！

開館日の一部変更のお知らせ
これまで越前町立図書館（西田中）は、
毎月第３日曜日は休館でしたが、４月か
らは開館しています。これに伴い、翌月
曜日が休館となります。
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1歳児健診

５月22日(月)

６月８日(木)

実施日 時　間 場　所

14：00～14：30

13：30～14：30

越前生涯学習センター（梅浦）

朝日保健センター（西田中）

6～7か月児健診

５月22日(月)

実施日 時　間 場　所

13：30～14：00 越前生涯学習センター（梅浦）

休日当番医

人　口　24,909人
（前月より43人減）

　男　　12,009人
　女　　12,900人
世帯数　 7,216戸

人口と世帯

注）診察時間は、 9：00～17：00です。

（４月１日現在）

認知症相談

毎週月曜日

実施日 時　間 場　所

  9：00～12：00 織田保健福祉センター（織田）

行政相談

５月26日（金）

６月６日(火)

実施日 時　間 場　所

13：00～16：00
老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

越前町社会福祉センター（西田中）

キッズふれあい教室

６月２日(金)

実施日 時　間 場　所

10：00～11：00 越前子育て支援センター（四ヶ浦保育園）

わいわいキッズ

毎週水曜日

実施日 時　間 場　所

9：30～11：30 宮崎保健センター（江波）

子ども放送局

毎週土曜日

実施日 時　間 場　所

11：00～12：00 織田文化歴史館文化交流ホール（織田）

おはなし広場

毎月第１、３土曜日

実施日 時　間 場　所

14：00～15：00 織田図書館児童コーナー（織田）

赤ちゃん お く や み
（敬称略、４月20日現在） （敬称略、４月20日現在）

５月21日㈰　織田病院 ☎36－1000

５月28日㈰　整形外科大城医院

 ☎32－3500

６月４日㈰　伊部病院 ☎34－0220

６月11日㈰　織田病院 ☎36－1000

2歳6か月児歯科健診

５月31日(水)

実施日 時　間 場　所

13：30～14：30 織田保健福祉センター（織田）

心配ごと相談

５月16日(火)

〃

〃

５月26日(金）

６月６日(火)

〃

〃

６月９日(金)

実施日 時　間 場　所

13：00～16：00

越前町社会福祉センター（西田中）

宮崎保健センター（江波）

越前地域福祉センター（梅浦）

老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

越前町社会福祉センター（西田中）

宮崎保健センター（江波）

越前地域福祉センター（梅浦）

老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

結婚相談

５月22日(月)

６月５日(月)

６月12日(月)

実施日 時　間 場　所

13：00～16：00 越前町社会福祉センター（西田中）

消費者生活相談

毎週木曜日

実施日 時　間 場　所

  9：00～17：00 朝日農村環境改善センター和室（役場隣）

無料法律相談

６月６日（火）

実施日 時　間 場　所

13：00～16：00 老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

納税のお知らせ

固定資産税　１期
軽自動車税

納期限　５月１日（月）

西田中　春木　孝志　（91歳）

西田中　藤井ふじ子　（73歳）

内　郡　山本　正男　（98歳）

朝　日　田島ヨシヱ　（66歳）

上川去　桑原　久榮　（79歳）

上川去　品川とめを　（87歳）

上川去　牧野むめ　　（90歳）

田　中　伊藤　常子　（62歳）

境　野　山口　秀男　（82歳）

小曽原　間所すさの　（100歳）

江　波　司辻　節子　（58歳）

江　波　谷口シズヲ　（83歳）

八　田　松原　信義　（80歳）

八　田　齋藤　　堅　（77歳）

　寺　　関　　カネ　（76歳）

陶の谷　渡辺　たま　（81歳）

新　保　荒井　泰之　（74歳）

小　樟　濵野藤次郎　（93歳）

道　口　濵﨑　恵美　（45歳）

　厨　　仲保きみゑ　（83歳）

高　佐　大佛　正規　（96歳）

高　佐　藤矢スミ子　（77歳）

米　ノ　東藤隆二郎　（72歳）

　辻　　小辻　正規　（51歳）

馬　場　山嵜とみを　（102歳）

　堤　　河原　憲之　（69歳）

上　戸　牧野はつゑ　（79歳）

西田中　河野　梨加　（直樹、女）

佐々生　藤井　泰輝　（斎和、男）

乙　坂　千秋　未来　（智和、女）

天　宝　佐々木　桜　（洋一、女）

小　倉　安井　祐陽　（祐一、男）

小曽原　河合　春華　（豊、女）

小曽原　木原　宗士　（節行、男）

江　波　高岸　　慎　（史朗、女）

八　田　齋藤　春珠　（弘雅、女）

左　右　杉谷　優心　（誠、女）

　厨　　鈴木　瑛介　（健一、男）

米　ノ　佐々木颯大　（孝明、男）

上山中　堀　　光姫　（雅博、女）

り　か

たいき

みらい

　　さくら

よしはる

はるか

そうし

　　つつみ

す　ず

こころ

えいすけ

そうた

みつき

ポリオ経口投与

５月18日(木)

５月25日(木)

実施日 時　間 場　所

13：00～14：00

13：30～14：30

朝日保健センター（西田中）

越前生涯学習センター（梅浦）

三種混合予防接種

６月１日(木)

６月６日(火)

実施日 時　間 場　所

13：00～14：00

11：00～11：30

朝日保健センター（西田中）

渡辺内科医院（上糸生）

3歳6か月児健診

５月19日(金)

６月９日(金)

実施日 時　間 場　所

13：30～14：00

13：30～14：00

織田保健福祉センター（織田）

宮崎保健センター（江波）

1歳6か月児健診

５月19日(金)

６月９日(金)

実施日 時　間 場　所

14：00～14：30

14：00～14：30

織田保健福祉センター（織田）

宮崎保健センター（江波）

子育てサロン

毎週水・金曜日

実施日 時　間 場　所

  9：30～11：00 越前町社会福祉センター（西田中）

ＢＣＧ予防接種
生後３～６か月以内に指定医療機関で受けてください。

幼児親子教室

５月17日(水)

実施日 時　間 場　所

13：30～16：00 織田保健福祉センター（織田）

麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

（第１期）

（第２期）

対象者（※） 場　所

１～２歳未満

小学校就学前の１年間
町内の医療機関

※麻しん・風しん予防接種のいずれかを受けた幼児は受けられません。

献血（成分）

６月13日(火)

実施日 時　間 場　所

09：00～12：00

13：00～16：20
越前町役場（西田中）

※要予約。保健衛生課（☎34－8710）
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1歳児健診

５月22日(月)

６月８日(木)

実施日 時　間 場　所

14：00～14：30

13：30～14：30

越前生涯学習センター（梅浦）

朝日保健センター（西田中）

6～7か月児健診

５月22日(月)

実施日 時　間 場　所

13：30～14：00 越前生涯学習センター（梅浦）

休日当番医

人　口　24,909人
（前月より43人減）

　男　　12,009人
　女　　12,900人
世帯数　 7,216戸

人口と世帯

注）診察時間は、 9：00～17：00です。

（４月１日現在）

認知症相談

毎週月曜日

実施日 時　間 場　所

  9：00～12：00 織田保健福祉センター（織田）

行政相談

５月26日（金）

６月６日(火)

実施日 時　間 場　所

13：00～16：00
老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

越前町社会福祉センター（西田中）

キッズふれあい教室

６月２日(金)

実施日 時　間 場　所

10：00～11：00 越前子育て支援センター（四ヶ浦保育園）

わいわいキッズ

毎週水曜日

実施日 時　間 場　所

9：30～11：30 宮崎保健センター（江波）

子ども放送局

毎週土曜日

実施日 時　間 場　所

11：00～12：00 織田文化歴史館文化交流ホール（織田）

おはなし広場

毎月第１、３土曜日

実施日 時　間 場　所

14：00～15：00 織田図書館児童コーナー（織田）

赤ちゃん お く や み
（敬称略、４月20日現在） （敬称略、４月20日現在）

５月21日㈰　織田病院 ☎36－1000

５月28日㈰　整形外科大城医院

 ☎32－3500

６月４日㈰　伊部病院 ☎34－0220

６月11日㈰　織田病院 ☎36－1000

2歳6か月児歯科健診

５月31日(水)

実施日 時　間 場　所

13：30～14：30 織田保健福祉センター（織田）

心配ごと相談

５月16日(火)

〃

〃

５月26日(金）

６月６日(火)

〃

〃

６月９日(金)

実施日 時　間 場　所

13：00～16：00

越前町社会福祉センター（西田中）

宮崎保健センター（江波）

越前地域福祉センター（梅浦）

老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

越前町社会福祉センター（西田中）

宮崎保健センター（江波）

越前地域福祉センター（梅浦）

老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

結婚相談

５月22日(月)

６月５日(月)

６月12日(月)

実施日 時　間 場　所

13：00～16：00 越前町社会福祉センター（西田中）

消費者生活相談

毎週木曜日

実施日 時　間 場　所

  9：00～17：00 朝日農村環境改善センター和室（役場隣）

無料法律相談

６月６日（火）

実施日 時　間 場　所

13：00～16：00 老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

納税のお知らせ

固定資産税　１期
軽自動車税

納期限　５月１日（月）

西田中　春木　孝志　（91歳）

西田中　藤井ふじ子　（73歳）

内　郡　山本　正男　（98歳）

朝　日　田島ヨシヱ　（66歳）

上川去　桑原　久榮　（79歳）

上川去　品川とめを　（87歳）

上川去　牧野むめ　　（90歳）

田　中　伊藤　常子　（62歳）

境　野　山口　秀男　（82歳）

小曽原　間所すさの　（100歳）

江　波　司辻　節子　（58歳）

江　波　谷口シズヲ　（83歳）

八　田　松原　信義　（80歳）

八　田　齋藤　　堅　（77歳）

　寺　　関　　カネ　（76歳）

陶の谷　渡辺　たま　（81歳）

新　保　荒井　泰之　（74歳）

小　樟　濵野藤次郎　（93歳）

道　口　濵﨑　恵美　（45歳）

　厨　　仲保きみゑ　（83歳）

高　佐　大佛　正規　（96歳）

高　佐　藤矢スミ子　（77歳）

米　ノ　東藤隆二郎　（72歳）

　辻　　小辻　正規　（51歳）

馬　場　山嵜とみを　（102歳）

　堤　　河原　憲之　（69歳）

上　戸　牧野はつゑ　（79歳）

西田中　河野　梨加　（直樹、女）

佐々生　藤井　泰輝　（斎和、男）

乙　坂　千秋　未来　（智和、女）

天　宝　佐々木　桜　（洋一、女）

小　倉　安井　祐陽　（祐一、男）

小曽原　河合　春華　（豊、女）

小曽原　木原　宗士　（節行、男）

江　波　高岸　　慎　（史朗、女）

八　田　齋藤　春珠　（弘雅、女）

左　右　杉谷　優心　（誠、女）

　厨　　鈴木　瑛介　（健一、男）

米　ノ　佐々木颯大　（孝明、男）

上山中　堀　　光姫　（雅博、女）

り　か

たいき

みらい

　　さくら

よしはる

はるか

そうし

　　つつみ

す　ず

こころ

えいすけ

そうた

みつき

ポリオ経口投与

５月18日(木)

５月25日(木)

実施日 時　間 場　所

13：00～14：00

13：30～14：30

朝日保健センター（西田中）

越前生涯学習センター（梅浦）

三種混合予防接種

６月１日(木)

６月６日(火)

実施日 時　間 場　所

13：00～14：00

11：00～11：30

朝日保健センター（西田中）

渡辺内科医院（上糸生）

3歳6か月児健診

５月19日(金)

６月９日(金)

実施日 時　間 場　所

13：30～14：00

13：30～14：00

織田保健福祉センター（織田）

宮崎保健センター（江波）

1歳6か月児健診

５月19日(金)

６月９日(金)

実施日 時　間 場　所

14：00～14：30

14：00～14：30

織田保健福祉センター（織田）

宮崎保健センター（江波）

子育てサロン

毎週水・金曜日

実施日 時　間 場　所

  9：30～11：00 越前町社会福祉センター（西田中）

ＢＣＧ予防接種
生後３～６か月以内に指定医療機関で受けてください。

幼児親子教室

５月17日(水)

実施日 時　間 場　所

13：30～16：00 織田保健福祉センター（織田）

麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

（第１期）

（第２期）

対象者（※） 場　所

１～２歳未満

小学校就学前の１年間
町内の医療機関

※麻しん・風しん予防接種のいずれかを受けた幼児は受けられません。

献血（成分）

６月13日(火)

実施日 時　間 場　所

09：00～12：00

13：00～16：20
越前町役場（西田中）

※要予約。保健衛生課（☎34－8710）
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日
差
し
が
気
持
ち
い
い
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
空

気
が
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、
火
災

が
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
も
あ
る

の
で
す
。
自
宅
で
の
安
全
点
検
を

一
度
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
▲
消
火

器
は
す
ぐ
に
使
え
る
場
所
に
置
く
、

自
宅
の
そ
ば
の
消
火
栓
を
確
認
、

コ
ン
セ
ン
ト
の
ホ
コ
リ
を
掃
除
す

る
な
ど
、
簡
単
に
で
き
る
こ
と
が

大
惨
事
を
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す

▲
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
旅
行

な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
人
も
多

い
時
期
で
す
。
安
全
点
検
を
行
い
、

安
心
し
て
楽
し
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
し
た
い
も
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
留
守
中
の
戸
締
り
も
お

忘
れ
な
く
…

　

梅
浦
地
区
の
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

で
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。
訓
練
や
救

助
袋
の
準
備
な
ど
、
日
頃
か
ら
の

備
え
は
大
変
重
要
で
す
。
い
ざ
と

い
う
時
、
み
な
さ
ん
は
大
丈
夫
で

す
か
。広

報
え
ち
ぜ
ん 
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今
回
は
、「
織
田
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
チ
ー
ム
は
、
織
田
地
区
の
小
学
３
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
15
人
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
で
す
。
練
習
は
、
織
田
小
学
校
体
育

館
で
火
・
木
・
土
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
か

ら
午
後
８
時
30
分
ま
で
の
２
時
間
行
っ
て
い

ま
す
。

　

鯖
丹
地
区
（
鯖
江
市
・
越
前
町
）
で
は
、

以
前
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
レ
ベ
ル
が

高
く
、
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
も
同
様

で
す
。

　

昨
年
の
秋
か
ら
チ
ー
ム
は
高
倉
健
監
督
が

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
倉
監
督
は
、「
レ

ベ
ル
の
高
い
鯖
丹
地
区
で
、
い
か
に
勝
ち
進

め
る
か
を
目
標
に
練
習
し
て
い
る
」
と
言
い

ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
「
鳥
羽
神
明
杯
」

で
は
、
新
メ
ン
バ
ー
で
臨
み
見
事
優
勝
し
、

そ
の
後
の
県
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
６
月
に
行
わ
れ
る
「
サ
ン
ト
リ
ー
カ
ッ

プ
」
や
「
ゲ
ン
キ
ー
カ
ッ
プ
」
な
ど
県
大
会

や
全
国
大
会
の
切
符
を
か
け
た
試
合
が
あ
り

ま
す
。
全
国
大
会
の
出
場
を
目
指
し
て
、
チ

ー
ム
の
練
習
に
も
気
合
い
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

高
倉
監
督
は
「
レ
シ
ー
ブ
ミ
ス
で
、
簡
単

に
点
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
拾
っ

た
も
の
が
勝
ち
と
言
わ
れ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

樹

は
ば
た
け
！ 

未
来
の
プ
ロ
選
手 

！！

Q
R
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話
で
、
上

の
Q
R
コ
ー
ド
を
撮
影
す
る
と
簡
単
に

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。
ま
た
、
右
の
ア
ド
レ
ス
を
直
接

入
力
し
て
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

（　
　
　
　
　
　

）

は
ば
た
け
！ 

未
来
の
プ
ロ
選
手 

！！

だ
か
ら
、
練
習
の
７
割
く
ら
い
は
レ
シ
ー
ブ

に
時
間
を
割
い
て
い
る
。」
と
言
い
、
取
材

時
も
ア
タ
ッ
ク
レ
シ
ー
ブ
や
サ
ー
ブ
レ
シ
ー

ブ
な
ど
を
入
念
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
は
黒
崎
夏
恵

さ
ん
（
織
田
小
６
年
生
）
で
す
。「
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
楽
し
く
て
続
け
て
き

ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
声
出
し
を
し

な
い
と
い
け
な
い
け
れ
ど
、
な
か
な
か
出
来

な
い
の
で
６
月
の
大
会
ま
で
に
は
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
恥
ず
か
し
そ
う
に
キ
ャ
プ
テ
ン
の

心
情
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
２
回　

織
田
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
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